
















令和３・４年度島根発ヘルスケアビジネス事業化補助金

離職のない介護現場にするために

株式会社おはつ

秋田 光晶

『株式会社 おはつ』事業内容

１. 介護資格取得の為の教育事業

２. 福祉施設の立て直し事業

３. 高齢者福祉施設の運営



介護現場の現状

①3年以内の離職率は７４％（島根県は６８％）
【介護労働安定センター調べ】

②1年間で25人退職している施設もある
（出雲市内のグループホーム【定員18名】）

介護職員の離職により、経営の不健康
利用者・職員の不健康がある

介護現場の現状

①管理者、中堅職員、新人職員それぞれの立場

で持つべき役割に応じた教育が不十分

②働きながら新たに、或いは改めて学ぼうとしない
人が8割以上を占める

原因と課題



補助金採択事業「介護職員定着プログラムの作成」

②上記研修の根拠作りと効果検証

→島根大学人間科学部との共同研究

③上記研修受講者のアフターフォロー

→デジタルプラットフォームの作成

①介護職員向け研修プログラムの開発

・管理者研修プログラム

・中堅職員研修プログラム

・新人職員研修プログラム

令和3年度の可能性検証枠実績

1.各研修プログラムについてのアンケート調査

2.研修プログラムのブラッシュアップ

3.プラットフォームの大枠作り



令和3年度の可能性検証枠実績
1.アンケート調査
【内容】

・研修を受講した生徒に対してアンケートを実施

（島根大学人間科学部野口教授作成）し、研修が与える心理的効果を分析した。

・Off-JT研修の効果については、情緒的消耗感の低減が認められ、離職防止効果がある
ことが明らかになった（サンプル数30名程度）。

・各介護施設内で実地的な研修やコンサルテーションを行うOJT研修は、いまだサンプ
ル数が不十分（１０程度）であるが、ストレス軽減につながっている事例もあれば、
そうでない事例もあった。今後サンプル数を増やしながら、施設の組織風土や個人の
性格特性を踏まえつつ、効果的な研修を考えていく必要性がある。

令和3年度の可能性検証枠実績

2.研修プログラムのブラッシュアップ

内容：研修プログラムに、島根大学人間科学部

オリジナル研修を追加した

認知的共感、失敗を活かすマインドセットが

できるようになり、ストレス軽減に資する



令和3年度の可能性検証枠実績

内容：研修動画投稿フォーム

研修終了後の交流ができる場所

もしくは、引き続き学べる場所作りのため

動画を管理できるシステムを構築した

3.プラットフォームの大枠作りをした

令和4年度の取り組み（１）
アンケートの分析を基に

研修のブラッシュアップ

当研修プログラムの教育効果向上および研修後の離職抑
制効果の持続性の向上を目的として、島根大学人間科学部
と協同研究を継続する。



令和4年度の取り組み（２）

デジタルプラットフォームの構築・検証

研修後の学習機会の提供および共通認識を持つコミュニティを形
成するために、介護技術や悩み、アイディアなどの情報共有やそ
れらの議論・相談ができるデジタルプラットフォームを構築する。

まず、最低限の機能を実装するプロトタイプシステムを構築・
運用し、上述のプラットフォームの市場妥当性と普及可能性を検
討する。

令和4年度の取り組み（３）

デジタルプラットフォームの

運用と収益化への取り組み

デジタルプラットフォームの収益モデルは、

（２）の市場妥当性と普及妥当性を基に構築する。

また、研修プログラムとデジタルプラットフォームの普及のた
め、それぞれのターゲット層に適した広告モデルを検討する。



研修について

2021 年

アンケート開始
開始時と終了後の実施

2021 年 9月

10月10月

効果検証
人間科学部との共同研究

2021 年 9月

10月10月

2022 年

予後とフォローアップ
研修修了者の追跡調査

2022 年 5月

5月5月

2023 年

モチベーション維持について
調査を基に効果的なフォローアップの実施と検証

2023 年 5月

5月5月

研修の商品化
研修の営業
2023年 5月

5月5月

2024 年

５月５月

持続性の検証
施設規模での調査
2024 年 5月

全国展開
他県の施設への介入
2024 年 5月

5月5月

Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4

研修のブラッシュアップ
検証結果を基に研修の再構築

2022年 5月

5月5月

デジタルプラットフォームについて

2021 年

プロトタイプ作成
必要最低限のコンテンツ作成

2021 年 9月～

10月10月

フォローワー獲得開始
ファンの獲得と組織化
2021 年 9月～

10月10月

2022 年

試験的に運用開始
実用化に向けて改良
2022 年 5月

0303

2023 年

本格的な運用開始
収益のあるシステム作り
2023 年 5月

0404

収益化への模索
販路拡大
2023年 5月

0505

2024 年

0606

デジタルからリアルへ
研修とのリンク
2024 年 5月

全国展開
全国への周知
2024 年 5月

0707

Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4

メニュー追加
需要のあるメニューの模索
2022年 5月～

0303

5月5月

5月5月

5月5月

5月5月 5月5月

５月５月



これまでの7年間の実績

①管理者、中堅職員、新人職員それぞれの立場

で持つべき役割に応じた教育ができた

②経営層と課題の共有ができた

（銀行からの説明と大量離職の経験）

離職がなくなった施設をモデル（出雲モデル）

出雲モデルの全国展開
（都市部でなく地方へ）

当社プログラムにより教育された人材の供給と

教育（組織化）された場所のマッチング

↓
出雲モデルの全国（地方向け）展開により

離職のない現場が増える


